
一般質問

平成２５年（２０１３年）１１月３日５ こだいら 市　議　会　だ　よ　り

防
災
・
防
犯

 
滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
過
去 

３
年
間
の
市
で
の
振
り
込
め
詐
欺
被

害
の
状
況
は
。

　

渦
市
が
行
っ
た
対
策
は
。

市
長　

臼
小
平
警
察
署
か
ら
平
成　
２３

年
が　

件
、　

年
が　

件
、
本
年
１

２４

２４

３０

月
か
ら
７
月
ま
で
が　

件
で
、
被
害

２２

に
遭
っ
た
９
割
以
上
が　

歳
以
上
の

６０

高
齢
者
と
聞
い
て
い
る
。

　

渦
年
金
支
給
日
に
合
わ
せ
た
金
融

機
関
店
頭
等
で
の
振
り
込
め
詐
欺
被

害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ほ
か
、
高

齢
者
福
祉
大
会
等
で
啓
発
活
動
等
を

行
っ
た
。
ま
た
、
注
意
喚
起
の
文
章

を
印
刷
し
た
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
の

封
筒
等
も
活
用
し
て
い
る
。

母
さ
ん
助
け
て
詐
欺
対
策
を

実
施
す
る
べ
き
で
あ
る

の
連
携
を
ど
う
考
え
る
か
。

市
長　

臼
消
防
署
等
の
地
域
の
関
係

機
関
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
等
に

よ
る
日
常
の
見
守
り
体
制
の
構
築
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

特
に
、
災
害
時
の
要
援
護
者
に
対
す

る
避
難
支
援
で
は
、
災
害
時
要
援
護

者
登
録
名
簿
を
関
係
機
関
に
も
提
供

し
、
救
急
時
や
災
害
時
に
活
用
で
き

る
よ
う
体
制
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　

渦
災
害
時
の
被
害
の
軽
減
に
は
地

域
に
お
け
る
共
助
の
取
り
組
み
が
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
で
行
う

防
災
訓
練
に
つ
い
て
積
極
的
に
支
援

し
て
い
る
。

 
佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

地
域
防 

災
計
画
修
正
版
の
修
正
前
と
の
相
違

点
、
そ
の
目
指
す
も
の
は
何
か
。

市
長　

予
防
対
策
を
応
急
・
復
旧
対

策
と
別
に
し
て
い
た
が
、
今
回
の
修

正
で
は
施
策
ご
と
に
予
防
・
応
急
・

復
旧
と
い
っ
た
災
害
の
段
階
に
応
じ

た
対
応
策
を
構
築
し
、
発
災
後
の
対

応
手
順
を
明
確
化
す
る
な
ど
施
策
内

容
の
充
実
、
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
今
回
の
修
正
に
お
い
て
は
過

去
の
災
害
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
生

か
し
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
計
画
と

す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
発
生
時
に

市
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
守

り
、
被
害
を
最
小
限
と
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

 
石
毛
航
太
郎
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
市 

の
総
世
帯
数
に
対
し
て
自
主
防
災
組

織
の
加
入
世
帯
数
は
。

地
域
防
災
計
画
修
正
版
の

策
定
状
況
と
課
題
に
つ
い
て

自
主
防
災
組
織
の
周
知
と

さ
ら
な
る
加
入
世
帯
数
ア
ッ
プ
を

　

渦
組
織
が
薄
い
地
域
に
対
す
る
組

織
化
促
進
の
た
め
の
方
策
は
。

　

嘘
小
・
中
学
校
等
と
連
携
し
て
啓

発
や
加
入
促
進
を
図
っ
た
こ
と
は
。

市
長　

臼
平
成　

年
４
月
１
日
現
在

２５

の
市
の
総
世
帯
数
が
８
万
５
千
２
百

　

世
帯
に
対
し
、
加
入
世
帯
数
は
１

２４

万
９
千
６
百
１
世
帯
で
あ
る
。

　

渦
未
結
成
の
自
治
会
等
へ
の
啓
発

や
デ
リ
バ
リ
ー
こ
だ
い
ら
の
有
効
活

用
等
、
地
域
に
密
着
し
た
啓
発
活
動

を
行
い
結
成
の
促
進
に
努
め
て
い
る
。

　

嘘
特
に
行
っ
て
い
な
い
が
、
連
携

の
可
能
性
等
を
今
後
研
究
し
て
い
く
。

 
日
向
美
砂
子
議
員
（
生
ネ
）　

臼
貸 

し
農
園
や
参
加
協
働
型
農
園
の
現
状

と
展
望
は
。

　

渦
農
地
や
緑
地
保
全
の
支
障
に
な

る
相
続
の
課
題
や
後
継
者
問
題
に
対

す
る
国
や
都
の
動
向
は
。

市
長　

臼
市
民
菜
園
が
４
園　
区
画
、

７７５

農
業
体
験
農
園
が
４
園　
区
画
あ
り
、

２６０

多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
観
光
農
園
等
を
含
め
、
多
様

な
農
業
体
験
の
場
を
提
供
し
て
い
く
。

　

渦
国
で
は
都
市
農
業
の
振
興
に
関

す
る
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
農
地
の

保
全
等
の
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い

る
。
都
で
は
東
京
農
業
振
興
プ
ラ
ン

が
改
定
さ
れ
、
制
度
改
善
な
ど
を
国

に
提
案
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

 
堀　

浩
治
議
員
（
志
政
）　

臼
グ
リ 

ー
ン
ロ
ー
ド
の
休
息
所
の
数
は
。

　

渦
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
に
ベ
ン
チ
等

を
さ
ら
に
つ
く
れ
な
い
か
。

市
長　

臼
狭
山
・
境
緑
道
に
約　

基
、

１００

玉
川
上
水
に
約　

基
、
野
火
止
用
水

３０

に
約　

基
の
ベ
ン
チ
が
設
置
さ
れ
て

３０

い
る
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
に

近
接
し
た
公
園
は　

か
所
あ
り
、
ベ

３３

ン
チ
や
ト
イ
レ
な
ど
に
よ
り
休
息
で

き
る
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

都
市
農
業
と
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
を

軸
と
し
た
緑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
に
さ
ら
に

休
息
所
を
ふ
や
せ
な
い
か

産
業
・
暮
ら
し

の
あ
り
方
や
役
割
に
つ
い
て
研
究
を

進
め
て
い
く
。

 
橋
本
久
雄
議
員
（
虹
ひ
）　

臼
地
域 

自
治
の
現
状
と
課
題
は
。

　

渦
地
域
自
治
の
あ
り
方
に
つ
い
て

公
募
市
民
を
交
え
た
協
議
会
を
設
置

で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
地
域
が
み
ず
か
ら
の
地
域

を
担
う
仕
組
み
と
し
て
の
地
域
自
治

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
判
断

し
、
可
能
な
地
域
か
ら
地
域
連
絡
会

の
開
催
と
い
う
形
で
取
り
組
ん
で
い

る
。
課
題
は
、
自
治
会
の
区
域
を
越

え
た
一
定
の
地
域
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま

な
団
体
が
一
体
と
な
る
運
営
組
織
が

必
要
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
モ
デ
ル
地
区
で
の
地
域
連
絡
会

を
進
め
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
る
中
で
、

地
域
自
治
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
地

域
の
人
と
検
討
し
て
い
く
。

 
末
廣　

進
議
員
（
共
産
）　

臼
制
定 

か
ら
６
年
経
過
し
た
小
平
市
商
店
街

の
活
性
化
に
関
す
る
条
例
の
総
括
は
。

　

渦
小
平
市
中
小
企
業
振
興
基
本
条

例
を
策
定
す
べ
き
で
は
。

市
長　

臼
商
店
会
の
会
員
数
等
が
減

少
傾
向
に
あ
り
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
が
、
地
域
住
民
等
と
連
携
し

創
意
工
夫
し
た
事
業
が
実
施
さ
れ
る

な
ど
、
商
店
街
の
活
性
化
に
一
定
の

効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　

渦
産
業
振
興
に
係
る
現
在
の
取
り

組
み
を
整
理
し
、
農
業
、
商
工
業
に

観
光
の
視
点
を
加
え
て
産
業
全
体
の

振
興
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
は
こ
れ
に
あ
わ

せ
て
研
究
し
て
い
く
。

地
域
自
治
活
性
化
の
た
め
に

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
を
制
定
し
、

地
域
経
済
の
再
生
と
活
性
化
を

 
岩
本
博
子
議
員
（
生
ネ
）　

臼
市
内 

の
空
き
家
の
件
数
と
地
域
的
特
徴
は
。

　

渦
空
き
家
、
空
き
店
舗
の
問
題
を

ど
う
捉
え
、
ど
う
活
用
し
て
い
く
か
。

市
長　

臼
平
成　

年　

月
末
現
在
で

２４

１２

約　

棟
の
空
き
家
等
が
あ
る
が
、
特

５４０
段
の
地
域
的
特
徴
は
な
く
市
内
全
域

に
点
在
し
て
い
る
。

　

渦
空
き
家
は
地
域
の
活
力
低
下
を

招
く
と
と
も
に
防
災
、
防
犯
、
環
境

の
面
で
周
辺
に
対
し
悪
影
響
を
与
え

る
等
の
問
題
が
あ
る
。
所
有
者
の
事

情
も
あ
り
、
市
内
全
域
に
あ
る
空
き

家
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い

が
、
空
き
店
舗
に
つ
い
て
は
創
業
支

援
事
業
等
に
よ
り
有
効
活
用
さ
れ
る

よ
う
支
援
し
て
い
く
。

 
津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

臼
実
行 

委
員
会
形
式
で
開
催
さ
れ
る
地
域
横

断
的
な
祭
り
へ
の
市
の
支
援
は
。

　

渦
費
用
対
効
果
か
ら
見
た
祭
り
等

の
検
証
を
ど
う
進
め
て
い
る
か
。

市
長　

臼
灯
り
ま
つ
り
、
市
民
ま
つ

り
、
産
業
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
、
補

助
金
に
よ
る
財
政
的
な
支
援
の
ほ
か
、

会
場
の
提
供
や
広
報
に
対
す
る
支
援

暮
ら
し
と
福
祉
を
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く

り
と
空
き
家
等
の
活
用
に
つ
い
て

灯
り
ま
つ
り
な
ど
の
祭
り
を

小
平
の
Ｐ
Ｒ
と
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う

公 園
用 水

等
を
行
っ
て
い
る
。

　

渦
現
在
は
イ
ベ
ン
ト
の
効
果
測
定

を
参
加
者
や
来
場
者
の
数
で
行
っ
て

い
る
が
、
今
後
は
内
容
の
充
実
等
だ

け
で
な
く
、
市
全
体
に
相
乗
効
果
を

生
む
工
夫
等
を
各
実
行
委
員
会
と
協

議
し
、
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

臼
新 

堀
用
水
に
か
か
る
水
車
通
り
西
側
の

小
橋
の
現
況
と
今
後
は
。

　

渦
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
砂
じ

ん
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

臼
橋
の
経
年
劣
化
が
激
し
く

安
全
性
の
確
保
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、

所
有
者
の
意
向
を
踏
ま
え
現
在
は
利

用
で
き
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
こ
と
は
未
定
だ
が
、
新
た
な

土
地
利
用
の
転
換
を
契
機
に
適
宜
、

対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

教
育
長　

渦
小
ま
め
な
散
水
が
有
効

な
た
め
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
開
始

前
等
の
散
水
を
徹
底
し
近
隣
の
人
へ

配
慮
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
が
快

適
に
利
用
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

 
平
野
ひ
ろ
み
議
員
（
生
ネ
）　

臼
公 

園
い
き
い
き
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
の

進
捗
状
況
は
。
ま
た
、
再
整
備
の
計

画
は
市
民
協
働
で
検
討
し
て
い
る
か
。

　

渦
市
民
と
協
働
で
公
園
を
管
理
運

営
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
平
成　

年
度
か
ら　

年
度

２１

２４

中
央
公
園
の
砂
じ
ん
対
策
な
ど

鷹
の
台
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
の
公
園
整
備
に
つ
い
て

ま
で
に
７
つ
の
公
園
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、
本
年
度
は
花
南
第
４
公
園
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
を
予
定
し
て
い

る
。
再
整
備
の
計
画
立
案
で
は
、
公

園
の
利
用
状
況
等
を
考
慮
し
な
が
ら

ア
ン
ケ
ー
ト
や
説
明
会
等
を
通
じ
て

地
域
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

　

渦
い
く
つ
か
の
公
園
で
は
市
民
団

体
等
に
花
壇
の
手
入
れ
等
を
し
て
も

ら
っ
て
お
り
、
今
後
も
意
欲
を
持
つ

団
体
に
は
協
力
を
お
願
い
し
て
い
く
。

 
幸
田
昌
之
議
員
（
公
明
）　

臼
史
跡 

玉
川
上
水
整
備
活
用
計
画
の
も
と
進

め
ら
れ
て
い
る
高
木
処
理
、 
法  
面 
保

の
り 
め
ん

護
工
事
、
緑
道
整
備
の
進
捗
状
況
は
。

　

渦
玉
川
上
水
を
観
光
資
源
と
し
て

大
い
に
活
用
す
べ
き
で
は
。

市
長　

臼
平
成　

年
度
か
ら　

年
度

２２

２４

ま
で
の
予
定
作
業
は
全
て
終
了
し
、

本
年
度
は
市
内
全
線
で
引
き
続
き
必

要
に
応
じ
て
樹
木
の
剪
定
等
を
実
施

す
る
と
都
か
ら
聞
い
て
い
る
。

　

渦
小
平
市
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
推
進

協
議
会
と
連
携
し
な
が
ら
玉
川
上
水

を
含
む
小
平
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
を
市

の
観
光
資
源
の
柱
と
し
て
活
用
し
、

玉
川
上
水
の
緑
等
を
機
会
あ
る
ご
と

に
Ｐ
Ｒ
し
て
お
り
、
今
後
も
こ
う
し

た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

玉
川
上
水
の
環
境
整
備
と

観

光

施

策

に

つ

い

て

滑
母
さ
ん
助
け
て
詐
欺
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

 
川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

臼
高
齢 

者
や
障
害
者
の
地
域
で
の
見
守
り
や
、

消
防
署
等
と
の
連
携
構
築
に
向
け
た

取
り
組
み
は
。

　

渦
地
域
防
災
に
関
し
て
市
と
地
域

地

域

防

災

に

つ

い

て

　

渦
今
後
、
安
全
で
快
適
に
散
策
で

き
る
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
と
し
て
の
必

要
性
に
応
じ
、
管
理
者
等
と
調
整
し

て
い
く
。

 
堀　

浩
治
議
員
（
志
政
）　

臼
ふ
る 

さ
と
大
使
に
つ
い
て
の
市
の
認
識
は
。

　

渦
ふ
る
さ
と
大
使
を
活
用
し
て
市

の
ア
ピ
ー
ル
が
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
各
方
面
で
活
躍
す
る
市
に

ゆ
か
り
の
あ
る
人
を
ふ
る
さ
と
大
使

に
任
命
し
、
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て

も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
市
の
知
名
度

ア
ッ
プ
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
期
待

で
き
る
と
考
え
る
。

　

渦
「
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
！
小
平

の
魅
力
つ
た
え
隊
」
に
よ
る
市
の
魅

力
を
発
信
す
る
取
り
組
み
を
今
後
も

進
め
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
大
使

ふ

る

さ

と

大

使

に

取
り
組
ん
で
は
ど
う
か

葛
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
沿
い
の
ベ
ン
チ

ことしの灯りまつりの様子
（天神じゃぶじゃぶ公園）

葛
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
公
園

　
（
小
川
第
１
南
公
園
）


